第２回事業者部門会議の概要
１．テーマ　　未利用熱（下水熱・地中熱）利用
２．目的
・大阪府では、府内における下水熱ポテンシャルマップを昨年度作成し、事業者に活用していただけるよう、今年度は府ＨＰで公表した。それに１年遅れるような形で、今年度は地中熱ポテンシャルマップについて作成している。
　 ・事業者による下水熱・地中熱利用の普及・促進のため、下水熱利用を実施している事業者から
事例紹介をしていただき、意見交換を行った。
３．会議の開催
（１）日時：平成29年12月26日（火)　15時～17時
（２）場所：大阪府庁咲洲庁舎　23階　会議室
（３）出席者：
【経済団体】
大阪商工会議所

【関係団体】

（一社）大阪府病院協会、（株）ロイヤルホテル、近畿百貨店協会、（一社）大阪ビルディ

ング協会
【エネルギー供給事業者】
関西電力(株)、大阪ガス(株)、オリックス(株) 
【下水熱利用関係事業者】

　 積水化学工業（株）

【建設コンサルタント事業者】

　　中央復建コンサルタンツ（株）、（株）日水コン、（株）ニュージェック
【国・自治体等】
近畿経済産業局、大阪市、堺市、大阪府
（４）概要および意見等
①地中熱・下水熱利用の概要及びポテンシャルマップについて
　　　＜地中熱利用の概要＞

○概要
・全国の地中熱利用の導入事例について紹介した。

・大阪府が作成する予定の下水熱ポテンシャルマップのイメージとして、大阪市が作成し昨年度に公開している「大阪市ポテンシャルマップ」について紹介した。
　　　　
　　　　　＜下水熱利用の概要＞
　　　　　○概要

　　　　　　・下水熱利用の４つの類型について紹介し、それぞれの違いについて説明した。
　　　　　　・全国の導入事例について紹介した。

　　　　　　・民間事業者による未処理下水熱利用にかかる規制緩和と、それに伴う市町村の計画策

定の必要性について説明した。また、この規制緩和を受けて、大阪府では許可の手続き等

を明確にするため、条例及び施行規制を改正したこと、その概要ついても説明した。

　　　　　　・公表されている下水熱ポテンシャルマップの取得方法と使い方について説明した。

②下水熱利用の事例紹介
　　　　　＜積水化学工業＞

○概要
・自社の下水熱利用の経緯とこれまでの取組について紹介した。
・自社製品と、その導入事例について紹介した。
　　　　　○主な意見等

　　　　　　・エスロヒート下水熱システムについて、らせん更生型と管底設置型はどのように使い分けるの
か。

　　　　　　　　⇒らせん更生型は、古くなった管路の更生需要がある場合に御提案している。管底設
　　　　　　　　　置型は、単純に再熱だけしたいという時にご案内している。
　　　　　　・コストのシミュレーションはどれくらいか。
　　　　　　　　⇒そのあたりは関電の担当者の方にお任せしているが、補助金を活用して10年、15年

でコスト回収ができる。ただし、マンホールから離れた建物や設備があると、熱のロスがあ

るので、20年を超えたりする。
　　　　　　＜関西電力＞

　　　　　　○概要

・下水再生水事業の取り組みについての経緯を説明した。
・イオンモール堺鉄砲町の下水再生水の複合利用について、平成28年度に運用した後
の、電力使用量の変化とランニングコストの結果について紹介した。
　　　　　　＜中央復建コンサルタンツ＞

　　　　　　　○概要
　　　　　　　　・下水熱利用技術導入の考え方について、国土交通省のマニュアルや評価事例を紹介

し、説明した。
・下水熱ポテンシャルマップの見方と、下水熱が利用できるか判断する考え方について説

明した。

　　　　　　　○主な意見等

　　　　　　　　・下水熱は上流側で大きな需要があれば、熱量が下がってしまうような、早い者勝ちみた

いなことにはならないのか。
　　　　　　　　　　⇒今まで聞いた中では、25度から20度まで下がるということは聞いたことがない。将

来的にそういう下水熱利用が高まって、そういうことが起きれば良いことだ。
以　上
